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１．はじめに  
 府中湖は香川県坂出市に位置する細長い平地ダム湖であり，貯水池面積 1.21km2，総貯水量 850万 m3，平均

水位 7.0m，最大水深 25mという特性を有する．府中湖では近年，アオコの大量発生など富栄養化が進行して

いる．本研究は，水質浄化対策を検討するために府中湖における水質の実態を明らかにすることを目的として，

現地で水質観測を行ったものである． 
２．水質観測の概要 

 観測地点は図 1に示す A（ゲート前）～H（上流端）までの 8地

点である．調査項目は水温，電気伝導度，クロロフィル a，DO，

ORP，COD，TOC，全窒素，全リン，植物プランクトン，SS，藻類指

標，照度，透明度，各種イオン（NH4
+，NO3

-，SO4
2-他）である．観

測期間は 2002 年 10 月～2004 年 3 月までの，月 1回の定期観測を

行った．今回は 2003 年 4 月～2004 年 3 月までの 1 年間を通した

観測結果について示す． 

３．観測結果 

 図 2 に平成 15 年の流出量と降雨量を示す．大きな規模の出水が

7，8 月に生じている．なお 2003 年の年間回転率（年間総流入量

÷総貯水量）は 10.2 回である． 

 次に A 地点における水温の季節変化を図 3 に示す．4 月には表

層の水温は上昇しており，7月には水深 10m 付近で温度躍層が形成されることがわかる．7月から 10

月にかけて温度躍層の位置が下がる．11 月になると温度躍層が崩れ始め，1月になると層の水が混合

され循環期に入る．なお，多量の流入があった場合を除き，水温の場所的な差はほとんど認められなかった．
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図 1 府中湖の水深と観測地点 
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図 3 A 地点における水温の季節変化 
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図 2 流出量と降雨量（Ｈ15）
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図 4 に A 地点における DO の季節変化を示す．5

月から底層で無酸素状態が形成される．無酸素状態  
 

が以降 11 月まで続き，12 月になると少しずつ上層

から混合し始め，1 月になると全層にわたり一様に

DO が存在する（場所的な差はほとんどなし）． 
 図 5，6 に A 地点における全窒素，全リンの季節

変化を示す．全窒素，全リンともに 7 月から 12 月に

かけて底層でかなり高い値を示している．これは上

層から沈降してきたデトリタスや無酸素化によって

底質から溶出したことによると考えられる．なお 7
月から 12 月のいずれの月もアンモニア性窒素が底

層付近の全窒素のほとんどの割合を示していた．1
月からはアンモニア性窒素はほとんどなくなり，硝

酸性窒素が全窒素のおよそ半分を占めていた．なお，

全窒素，全りんの場所的な差はほとんど見られなか

った． 
 クロロフィル a，COD はともに循環期から春にか

けては水深方向にかけてほぼ一様化するが，7 月の

表層でかなり高い値を示す．これは植物プランクト

ンによるアオコの発生によるものと考えられる． 
 図 7 に A 地点表層における植物プランクトンの季

節変化を示す．10 月以降になると藍藻類は見られな

くなり，珪藻類が卓越するようになる．図 8 に A 地

点表層における藍藻類の種の季節変化を示す．冬か

ら春にかけて Oscillatoria spp が優占する．7 月に

なると Microcystis aeruginosa が優占するようにな

り，夏期のアオコの大量発生（写真 1）の原因と考え

られる． 
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図 8 A 地点表層における藍藻類の種の季節変化 

図７ A 地点表層での植物プランクトンの季節変化 

図５ 全窒素の季節変化（A 地点） 図６ 全りんの季節変化（A地点）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

1/15 4/8 5/6 6/6 7/7 8/4 8/21 9/12 10/911/1312/8 1/8

総
細

胞
・
群

体
数

（
c
e
lls

/
m

l)

その他

緑藻類

珪藻類

藍藻類

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-266-

7-133


